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▶ 概　　　要

「ソイルクラベットⓇ工法」は，建築物または工作物に生じ

る地震時の水平力を地盤改良体に伝達させるために基礎スラブ

または基礎梁と地盤改良体との間に凹凸部（コッター）を設け

て結合する工法である。基礎直下の地盤改良体は，液状化対策

工法として用いられている格子状地盤改良工法「TOFT 工法Ⓡ」

との組み合わせで活用することが多い。杭基礎やパイルド・ラ

フト基礎の場合には，基礎スラブと地盤改良体の接地圧が小さ

く，地震時に基礎底面の滑動が生じ杭の負担水平力が大きくな

る場合がある。地震時水平荷重を地盤改良体に伝達させること

により，杭の損傷低減および基礎梁の応力低減，また杭径の縮

小化が図られる（図─ 1）。また，基礎底面の滑動を防止する

ことで，基礎全体の捩じれ等を防止することができる。

▶特　　　徴

本工法には，図─ 1 のように地盤改良体に凹凸を設ける方法

（TypeA）と，柱列配置の場合には基礎スラブまたは基礎梁の

下部に地盤改良体を挟むように垂れ壁を設け，この内面と地盤

改良体側面の凹凸部を利用して結合する方法（TypeB）がある。

いずれのタイプも構造実験で水平荷重伝達機構を確認してい

る。図─ 2 は構造実験の一例（TypeA）である。また，凹凸

部（コッター）の形状による基礎スラブまたは基礎梁と地盤改

良体の結合部の力学性能として，水平荷重伝達力の算定式を規

定しており，この伝達力算定式は，TypeA の場合，接地圧，コッ

ター深さ，コッター間隔および改良体の圧縮強度を考慮したモ

デルとしている。算定式の妥当性は実験結果より確認している。

凹凸部（コッター）の施工例を写真─ 1 に示す。凹凸部は

手斫りでも作製可能であるが，機械化施工により格段に施工効

率が向上する。

▶用　　　途

・杭の地震時応力低減

・基礎の滑動防止

▶実　　　績

・9 件（オフィス 5 件，集合住宅 2 件，研究施設 2 件）
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図─ 1　ソイルクラベット工法の概要

図─ 2　構造実験の様子

写真─ 1　地盤改良体の凹凸部（コッター）の施工状況


